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薬剤部

【新型コロナ感染症への対応】

・ワクチン

　昨年に引き続き、新型コロナワクチンの柏崎市民への接種が行われました。対象年齢が徐々に

拡大され、生後６ヵ月以上が対象になりました。

　薬剤部ではワクチンの在庫管理、調製を担当しました。年齢により接種されるワクチンの種類

が異なります。コミナティ筋注の12歳以上用・５～11歳用・６ヵ月～４歳用、そして希釈不要の

コミナティRTU筋注等を使用しました。それぞれ、希釈する生理食塩液の量・１回あたりの接種

量・１バイアル当たりの接種回数が異なります。同時に種類の異なるワクチンを調製することも

あり、ミスが起きないよう細心の注意を払いながら作業しました。

【医薬品供給の停止・遅延・出荷調整等】

　一昨年から続く、後発薬品メーカーの品質不正問題に端を発した医薬品の供給不足問題は、改

善の兆しがないどころか更に深刻の度を増しています。日本製薬団体連合会の調査によると、

2022年８月末時点で国内の4,234品目(全体の28％)が供給不足になっています。昨年同時期の

3,143品目(同20％)から約８％悪化しています。当院においても一年中、出荷調整・遅延等の連

絡が届きました。毎日綱渡りの在庫確保が続きました。

【薬学生教育】

　今年度は［Ⅱ期］５月23日〜８月７日に１名(新潟薬科大学)、［Ⅲ期］８月22日～11月６日に

１名(新潟薬科大学)、計２名の実習生を受け入れました。
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【病薬連携】

　外来での抗がん剤治療に関する保険薬局との連携強化について、これまで実施した調査等から

有効と考えられる取り組みを実施しました。

　病院薬剤師からの情報提供文書が、患者から保険薬局に確実に渡るように患者への啓蒙を強化

しました。また、文書を入れる専用の封筒を用意しました。

　保険薬局からトレーシングレポートが提出しやすいようにレポートの雛型を作成し病院HPから

ダウンロードできるようにしました。提出の窓口を薬剤部とし、直通のFAXで提出する仕組みに

しました。

【診療報酬改定】に伴う新たな取り組み

・FLS

　高齢者の二次性骨折を防ぐためにFLSチームの活動が始まりました。

　2021年秋からチーム立ち上げのための準備が始まり、薬剤部も関わりました。2022年４月に

FLSが本格的に始まりました。ちょうど同じタイミングで診療報酬改定にて二次性骨折予防に対

する点数が設けられました。

・褥瘡対策

　入院基本料の褥瘡対策に関する改定があり、必要に応じて薬剤師も褥瘡リスクの評価に関わる

ことになりました。褥瘡リスクを高めるような薬剤が処方されている患者について処方提案の必

要性等を検討しています。
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